
学 校 案 内

舞岡のこの地に小学校をという声が大きくなってきたのは昭和５０年頃からである。小学校

がほしいという地域の熱い要望が柏尾小学校分校新設促進委員会結成となって実り、陳情が始

まった。昭和６０年には、開校準備委員会も発足し、１１月１９日起工式を⾏い校地の造成を

開始、その後新校舎建設を６１年７⽉に開始している。約９カ月の後、昭和６２年４⽉１⽇、「横

浜市⽴舞岡⼩学校開校宣⾔」をした。

初代校⻑は、川口迪也氏である。５月にはＰＴＡを発足させ、１１月には地域のお年寄をお

招きして交歓給食会をしている。現在４年生が毎年実施している舞岡川の源流探索を兼ねた清

掃活動は、当時は５年⽣が⾏い、この日に第１回を記録している。その年の１１月１９日には

創⽴１周年記念式を⾏い、舞岡川に鯉の稚魚を放流している。また、本校在校生の保護者であ

った小泉久子氏原案になる校章もこの日に制定している。同じく在校生の保護者であった田中

康子氏が作詞し、平井哲三郎氏が作曲した校歌は翌年の１１⽉１９⽇に制定された。

昭和６３年９月には、ＮＨＫの教育番組４年⽣「くらし発⾒」で、舞岡小学校を舞台とした

公園造り の話が全国に放映された。この年の１２月、眼科校医秋元清一氏より日展入選作品

「中華街の姉妹」の 大作が寄贈された。職員玄関に展示されている。平成元年７月には給食優

良校として、市より表彰を受 けた。翌年１月にはさらに県より表彰を受けている。１２月には、

電気による自動焼窯庫を設置、翌年 から使用している。平成２年には、全校による稲作活動も

⾏い、秋の全校稲刈の様子はＴＶ神奈川「あ すをひらく」でも紹介された。この年の１０⽉に

は、横浜市教育委員会の研究協⼒校として、「地域の教 育⼒」を⽣かした「⽣活科・社会科・理

科」の授業公開と研究発表を⾏った。

学級数は１２学級で、開校して以来変化はない。学区は、舞岡第１町内会・第２町内会第３

町内会の ３地域に分かれている。児童数は、開校してから数年間は、３８０人前後を推移して

いたが、現在は、３００人余りである。町内会別の児童数は、第２が最も多く全体の半数を占

める。第３町内会地区の児 童が最も少なく１割に満たないが、広範囲に点在している。現在児

童は、集団登校をしている。学区 は、南北に細⻑く、いちょうの葉のような形をしており、南

側に市営地下鉄の舞岡駅、中央部には神奈 川中央交通舞岡営業所が位置している。東経１３９

度３３分１３秒、北緯３５度２４分１４秒、標高２ １Ｍの位置にある。

平成３年地域と児童と⾃然のふれあいの輪が育つようにと舞岡川の⼀部を改修し、「ふれあい

広場」を 造り舞岡アメニティーゾーンとした。このため、舞岡駅から川辺を歩いて直接校庭に

たどり着くことが できるようになった。交通は、⼾塚駅より神奈川中央交通バスを利⽤して７

〜８分、終点で下⾞する。地下鉄舞岡駅からは、 徒歩８分の距離である。近くには⼤規模開発プ

ロジェクトによるリサーチパークがある。

校庭は、以前水田であったところを造成してあることと、構造的には遊水池として工事してあ

るため、 雨の日など排水しきれない雨水が校庭に溜ってしまうことがある。時には舞岡湖と称

して児童の格好の どろんこ広場になってしまうこともあった。

校舎は、中庭を取り囲む形で３階建てであり、屋上にプールがある。校門付近の禽舎にはア

ヒル・ヤ クヤギ・チャボ・ウッコウケイが飼育されていた。ヤクヤギ・アヒルの飼育には⻘菜

や敷き藁などの提 供等、地域の温かい協⼒があり、地域の教育⼒の実践ともいえる。

児童の体験学習として、地域に依頼して学年の農園、さつまいもの畑等をお借りし、栽培活動

をしている。



平成４年、開校５周年を迎えた。４月には横浜市教育⻑の上野初雄氏より人権教育啓発の講

演を受ける。この年は５周年記念秋季大運動会、５周年記念舞岡こどもフェスティバルを実施

している。また学校五日制にともない推進委員会を発足。自主事業を⾏っている。市⺠図書室

も開設し、土、日の地域利用を進めている。学校教育強調目標は、一貫して「豊かな心を持ち、

たくましく生きる子どもたち」である。地域や自然に開かれた学校として独自のあゆみを進め

てきたが、心のふれあいを重視し、地域に根ざす創意を生かした学校教育活動を進めようとし

ている。

平成１０、１１年度には「わがまちの学校づくり」の実践校としての委嘱を受ける。開校以

来継続してきた学校、地域との連携で⾏う活動をより豊かに充実させた。「わがまち舞岡ヒーロ

ーランド」をテーマに、舞岡のすぐれた文化を⾒直し、児童の心に種子を蒔き一人一人が主役

となるよう、その芽を育てていくことがねらいである。校内重点研究では舞岡の地域素材や人

材を学習の中に生かした「まいおか単元」作りの研究を継続して⾏ってきた。また平成１０年

度まで、春に実施してきた五日制自主事業「舞岡こどもフェスティバル」を平成１１年度より

児童が主体的になって企画運営する学校⾏事とした。実施時期を秋とすることで、児童の活動

に、より豊かな実りを期待している。

平成１１年度、「舞岡まつりｉｎ’９９」が１１月１３日（土）実施される。４、５、６年児

童による実⾏委員会が４月に組織され、講座の選択、まつりの運営など、実⾏委員会が推進と

なり、児童の思いが深まる講座体験のまつりが実現した。当日は、すばらしい天候にも恵まれ、

７５名の地域講師の指導のもと、１４の講座が開かれた。保護者をはじめ、教育関係者など、

２４４名の参観者があった。このまつりの様子は、ケーブルテレビでも放映された。

平成１２年度からは、「舞岡まつり」を総合的な学習の時間の教育課程に位置付けていく。平

成１２年１月２０日、全校の児童に親しまれていた⿊ヤギのメイ太郎が⽼衰のため亡くなる。

舞岡の⿊ヤギは、舞岡小学校の児童だけでなく、地域にも親しまれていて、舞岡小学校の特色

の一つともいえる存在であった。平成１２年度４月、市教育委員会より、ゆめはま教育プラン

に基づく「学びの内容」改善モデル校の委嘱を受ける。「環境に働きかけ、学習や体験を創り

出していく子を育てる」を研究主題として、子どもの学びのプロセスを追いながら、総合的な

学習の時間の内容の研究を⾏なった。１１月１８日（土）体験講座活動「舞岡ふれあいひろば

ｉｎ２０００」を全市に向けて発表し、研究報告を⾏うとともに、リーフレットを作成し、全

市に配布した。平成１１年度１月より学校教育目標改編作業を進めてきたが、新指導要領、新

よこはま教育プランを基盤とし、地域、保護者、児童、職員からのアンケートを参考にして本

校の学校教育目標を作成する。「個性」「⾃⽴」「横浜」を重点とする本校の取り組み目標を設定

した。学校教育目標を基に、総合的な学習の時間、道徳、特別活動の全体構造図も作成し、新

教育課程編成作業への準備を進めた。ＰＴＡ活動として、「家庭教育学級」を開講する。６月か

ら３月まで、全６回の講座が開かれる。１月２０日、⼾塚区学家地連情報交換会において、本

校の体験学習について稲作体験を中心に実践報告をする。１月３１日、「市ゆめはま教育プラ

ン推進協議会」において、「まちとともに歩む学校づくり」の実践報告を⾏う。

平成１３年度４⽉、市教育委員会より、「幼・保・小教育連携開発モデル校・モデル園事業」

の委嘱を受ける。異年齢の子どもとの交流活動の中で、互いに教え合い、楽しい時間を共有す

ることで、児童は自分自身を⾒つめ、自信をもつことができ、豊かな心に支えられた⾃⽴のプ

ロセスも明らかになると想定し、研究に取り組んだ。委嘱２年⽬となる平成１４年度は、１１

月に全市に向け、２年間の成果と課題を発表した。



国際理解教育では、子ども国際平和スピーチコンテスト区選抜会において、２年連続で、本

校６年児童が⼾塚区の最優秀賞に選ばれ、市の⼤会に参加した。

平成１２年度に結成された舞岡小学校合唱団も４年生以上６０名余の団員の日々の練習成果

が確実な実を結び始めてきた。８月には、ＮＨＫ神奈川大会で銅賞を受け、同じく８月にＴＢ

Ｓ子どもコンクールで最優秀賞を受賞するなど、大きな成果を上げた。舞岡の音楽は、創⽴以

来、子どもと教師によって⼤切にはぐくまれてきたもので、学校の一つの特色とも言える。ま

た、動物の飼育も学校の特色といえるが、平成１３年度にアヒルや鶏の小屋が全面改修された。

動物とのふれあいも子どもたちの心を豊かに支えるものである。

平成１４年度は、「幼・保・小教育連携開発モデル校・モデル園事業」の移植を受けて２年⽬と

なった。園との交流も担当者会議を昨年より密に⾏うなど、双方の職員の理解の深まりととと

もに、交流の内容も充実してきた。国語や音楽、図⼯など教科を通した交流も⼯夫が⾒られた。

また、６年⽣では、「生命を⾒つめよう」をテーマに、わかば保育園の乳幼児に関わる活動が

通年にわたって展開された。小さな乳幼児とのふれあいから、児童は幼い相手を思いやる気持

ちを育むとともに、生命の尊さにもふれることができた。委嘱２年目ということで、７月２５

日には、経過発表を関内ホールで⾏い、１１月２２日には、２年間の研究成果の授業公開を伴

って、全市に向け発表した。当日は、正式な公開授業前の園児と１、２年生の仲良しランチ

（給食交流）から参会者が訪れるなど、多くの参会者の授業参観と研究会参加があった。参加

者は、２６３名であった。

平成１４年度より、舞岡小学校のホームページを市教育委員会「ＹＹ・Ｎｅｔ（ワイワイネ

ット）」上に開設した。

平成１７年度には、屋上に太陽光発電システムが取り付けられ、「川と緑と太陽と」のキャッ

チフレーズとともに、新しい舞岡小の特色となった。

平成１８年度には、創⽴２０周年を迎え、「ハッピーフェスタ２０th！！舞小運動会」・「ふれ

あいひろば」などを⾏った。全校より募集して、記念キャラクター「マイキー」、記念曲「大好

きまいおかアニバーサリー20th」が作られた。

平成１９年度は、学年ごとに歌や合奏を発表する、「マイコンサート」を開き、日頃の音楽学

習の成果を披露した。

平成２０年度は、平成２３年度から始まる新学習指導要領実施への移⾏準備として、YICA準

備校、文科省の⻑期宿泊体験（⻑野県阿南町４泊５⽇）の指定校を受けた。

平成２１年度も引き続き阿南町での５年生の⻑期宿泊体験学習を⾏った。他学年はその期間

中にサマースクールを⾏った。またＹＩＣＡを正式に授業に取り⼊れた。

平成２２年度には５年⽣⻑期宿泊体験学習の場所を千葉県鴨川市へ変更し、３泊４日の宿泊

体験学習を⾏った。⽇本学校⻭科保健優良校、県⻭科保健優良学校の優秀校として表彰を受け

る。

平成２３年度には、環境教育実践推進校の委属を受け、舞岡の自然や舞岡川、じゃぶじゃぶ

池を生かした環境教育を研究・実践した。また、全⽇本学校⻭科保健優良校として表彰を受け

る。

平成２４年度には、５年⽣が総合的な学習の時間に⽊原⽣物学研究所と共同で⻨を育て、環

境教育と食育の学習を進めた。

平成２５年度には、環境教育、⾷育、命の学習を含めた総合的な学習の時間の⼀環として「お

さかな学習会」を実施した。


